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本日の演習

① ベクターレイヤーとラスターレイヤを置く
 ベクターデータは点と線の集まり
 閉じた一つの領域がポリゴン

 ラスターデータは位置情報を持った絵
 航空写真など

② ベクターレイヤでシンボルを区別する

③ 緯度経度の分かるポイントデータを置く

④ ポリゴン内（1km mesh）の点を数える

⑤ 数えた点の値によって、ポリゴンを塗り分ける
 コロプレイス図



QGIS 1.8.0‐1操作手順
まず，ちょっとした設定（おまじない）

• メニューを「設定」→「オプション...」とクリックする

• 「QGISオプション」が表示されるので，「CRS」タブを選択し，
「CRSを確認する」をチェックして「OK」

CRS = Coordinate Reference System 



まず，ちょっとした設定（続き）



• ラスターレイヤを追加する
• 背景の画像用です



日本の標高地図を選ぶ



座標系を選ぶ： WGS 84





• 次にベクターレイヤを追加します
• 市町村の境界などです
• 一つの形を「ポリゴン」と言います



拡張子が.shp



• ベクターレイヤの塗りを無しにすると、
背景のラスターレイヤが見えます。



レイヤの上下関
係に意味があり
ます。

マウス操作で上
下を入れ替える
ことができます。



次に、ポイントデータを追加します。
岡山市の医療機関の緯度、経度データです。

レイヤメニューの「デリミッテドテキストレイヤの追
加」を選択。



レイヤメニューに「デリミッテドテキストレイヤの追加」が見えない場合は、
プラグインメニューの「プラグインの管理」から、



デリミッテドテキストファイルから医療機関のレイヤを作成します

緯度、経度のフィールドを
正しく指定することが重要

住所→緯度経度変換は、
http://newspat.csis.u‐
tokyo.ac.jp/geocode/modules/
addmatch/index.php?content_
id=1
がお勧め。



座標系を指定します：WGS 84



緯度経度情報を使って点としてプロット



医療機関の種別により、シンボルを
変えることが出来ます



医療機関の種別によるシンボルの変え方（プロパティの変更）

①

②

③

④

⑤

個別にシンボルと
大きさを選びます



ついでに、交通網も書いてみましょう



1km四方ごとの医療機関数を数えてみます

まず、1kmメッシュのベク
ターファイルをロードします

メッシュの説明は、
http://d.hatena.ne.jp/murakami_tak/20080708/p1に詳しい



1km meshには８桁の固有コードが付与されています。
これは緯度、経度から自動的に決まります。



出力用のファイル名を付けます

集計結果を格納するフィールド名

では、ポリゴン内の点の
数を数えてみましょう

• ここでしばし待ちます
• データ数が多いと落ちます



新しくできたレイヤーの属性を見る（「属性テーブルを開く」）と、
PNTCNTとしてmeshごとに医療機関数が計算されていることが分かり
ます。



医療機関数でメッシュを塗り分けします

モードは等間隔かプリティブレークを。Jenksも良いので
すが、落ちるようです。範囲の 小を1にすると良いです。
透過性を変更（25%程度）して背景が見えるようにします。



自院の診療圏分析では500m meshか250m meshを
使うと良いでしょう。



ここから先は、

• 郵便番号ポリゴンで描画

shape fileは有償です

• 街区ポリゴンで描画

無償ですが場所によって大きさが異なります

性・年齢区分ごとの人口データもあります

• ポリゴンと外部ファイルの数値データの融合

Q‐GISではやりにくいので、研究班で専用のplug‐in
を開発しました

1k mesh総人口、500m mesh総人口は無償で公開

患者密度で描画すると地域シェアが推定できます



大量ポイントデータへの対応

• QGISの「ポリゴン内の点」の計算は3000ポイ
ント程度まで対応

• 緯度経度からmesh codeを計算し、mesh code
ごとにポイント数を計算する（MS‐Accessが適
切）

• 計算結果をcsv file（mesh code、患者数）に出
力し、QGIS上で当該のmeshとcodeベースで
統合する（属性結合、attribute join）

• 結合された値でコロプレイス図を作成する



経度をfx、緯度をfyとすると 1km meshのコードはMS‐Accessの式では、

Int([fY]*1.5) & Int([fX]‐100) &
Int(([fY]*1.5‐Int([fY]*1.5))/0.125) & Int(([fX]‐Int([fX]))/0.125) &
Int(([fY]*1.5‐Int([fY]*1.5)‐0.125*Int(([fY]*1.5‐
Int([fY]*1.5))/0.125))/1.25*100) &
Int(([fX]‐Int([fX])‐0.125*Int(([fX]‐Int([fX]))/0.125))/1.25*100)

のように書ける。



DPC研究班作成のcsvファイルとポリゴンの結合用plug‐in
【 attribute join 】（QGIS 1.8.0‐1では動作しないようで調査中）

これ以上のことはQGISに求めないことが重要です。自分たちの時
間をかけ過ぎてはいけません。高級・高機能なGISソフトと詳細な
地図データを購入すべきです。もっと楽に作業ができます。


